
放課後児童支援員に係る都道府県認定研修の概要（案）

○ 「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」（平成２６年厚生労働省令第６３号。以下「基準」という。）に基づき、基準第
１０条第３項の各号のいずれかに該当する者が、放課後児童支援員として必要な基本的生活習慣の習得の援助、自立に向けた支援、家庭
と連携した生活支援等に必要な知識・技能を習得するため、有資格者となるための都道府県知事が行う研修（以下「認定研修」という。）と
する。

○ 認定研修は、一定の知識・技能を有すると考えられる基準第１０条第３項の各号のいずれかに該当する者が、放課後児童クラブに従事
する放課後児童支援員として必要な知識・技能を補完するためのものである。このため、業務を遂行する上で必要最低限の知識・技能の
習得とそれを実践する際の基本的な考え方や心得を認識してもらうことが目的であり、講義を中心として効果的に行うことによりその目的を
達成することとする。

基本的考え方

研修内容等（案）

実施主体 都道府県 （都道府県が適当と認める民間団体等に委託可）

定員 １回の研修の定員は、おおむね１００名程度を想定

研修項目・科目
及び時間数等

研修項目・科目等は、別紙のとおり（各科目ごとに、研修終了時にレポートを提出）
時間数は、講義及び演習を合わせて●●時間程度
特に、講師の選定に当たっては、認定研修を適切に実施、指導できる者により行われるよう十分配慮する必要がある。

科目の一部免除 既に取得している資格等に応じて、研修科目の一部免除方式を導入（第３回で検討）

研修期間 原則として●か月以内で実施

研修教材 各科目の内容を網羅し、研修カリキュラムを適切に実施する上で適当なものを使用

受講場所 原則として、現に放課後児童クラブに従事している者はその勤務地の都道府県で、それ以外の者は現住所地の都道府
県で受講

修了認定 都道府県は、認定研修の全科目を履修し、放課後児童支援員としての必要な知識・技能を習得したと認められる者に
対して、修了の認定を行い、全国共通様式による「放課後児童支援員認定研修修了証（仮称）」を都道府県知事名で
交付
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実施方法（例） 【１６科目×９０分＝１，４４０分（合計２４時間）の場合】
○ １日９０分の講義・演習を４科目（４コマ）［午前・午後］で計４日間で実施

○ １日９０分の講義・演習を４科目（４コマ）［午前・午後］で２日間、２科目（２コマ）［午後のみ］で４日間、計６日間で実施

○ １日９０分の講義・演習を３科目（３コマ）［午後のみ］で４日間、２科目（２コマ）［午後のみ］で２日間、計６日間で実施

１日目 ２日目 ３日目 ４日目
10:00～10:30 ガイダンス
10:30～12:00 講義・演習➀ 講義・演習➄ 講義・演習➈ 講義・演習⑬
昼食(12:00～13:00)
13:00～14:30 講義・演習➁ 講義・演習➅ 講義・演習➉ 講義・演習⑭
休憩(14:30～14:40)

14:40～16:10 講義・演習➂ 講義・演習➆ 講義・演習⑪ 講義・演習⑮
休憩(16:10～16:20)

16:20～17:50 講義・演習➃ 講義・演習➇ 講義・演習⑫ 講義・演習⑯

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目
10:00～10:30 ガイダンス
10:30～12:00 講義・演習➀ 講義・演習➄
昼食(12:00～13:00)
13:00～14:30 講義・演習➁ 講義・演習➅ 講義・演習➈ 講義・演習⑪ 講義・演習⑬ 講義・演習⑮
休憩(14:30～14:40)

14:40～16:10 講義・演習➂ 講義・演習➆ 講義・演習➉ 講義・演習⑫ 講義・演習⑭ 講義・演習⑯
休憩(16:10～16:20)

16:20～17:50 講義・演習➃ 講義・演習➇

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目
12:30～13:00 ガイダンス
13:00～14:30 講義・演習➀ 講義・演習➃ 講義・演習➆ 講義・演習➉ 講義・演習⑬ 講義・演習⑮
休憩(14:30～14:40)

14:40～16:10 講義・演習➁ 講義・演習➄ 講義・演習➇ 講義・演習⑪ 講義・演習⑭ 講義・演習⑯
休憩(16:10～16:20)

16:20～17:50 講義・演習➂ 講義・演習➅ 講義・演習➈ 講義・演習⑫

○ 現場実習を実施するかどうか。
○ 認定研修のカリキュラムをすべて修了せずに他の都道府県に転居することになった場合等における既修了科目の取り扱いをどうするか。
○ 通信学習（講習）を導入するかどうか。
○ 受講料をどのように設定するか。

主な検討課題
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【参 考】
○放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準（抄）
（職員）
第十条 放課後児童健全育成事業者は、放課後児童健全育成事業所ごとに、放課後児童支援員を置かなければならない。
３ 放課後児童支援員は、次のいずれかに該当するものであって、都道府県知事が行う研修を修了したものでなければならない。
一 保育士の資格を有する者
二 社会福祉士の資格を有する者
三 学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）の規定による高等学校（旧中等学校令（昭和十八年勅令第三十六号）による中等学校を含む。）
若しくは中等教育学校を卒業した者、同法第九十条第二項の規定により大学への入学を認められた者若しくは通常の課程による十二年の学校教
育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了した者を含む。）又は文部科学大臣がこれと同等以上の資格を有す
ると認定した者（第九号において「高等学校卒業者等」という。）であって、二年以上児童福祉事業に従事したもの
四 学校教育法の規定により、幼稚園、小学校、中学校、高等学校又は中等教育学校の教諭となる資格を有する者
五 学校教育法の規定による大学（旧大学令（大正七年勅令第三百八十八号）による大学を含む。）において、社会福祉学、心理学、教育学、社会
学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者
六 学校教育法の規定による大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する
課程において優秀な成績で単位を修得したことにより、同法第百二条第二項の規定により大学院への入学が認められた者
七 学校教育法の規定による大学院において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専攻する研究科又はこれらに相当
する課程を修めて卒業した者
八 外国の大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業
した者
九 高等学校卒業者等であり、かつ、二年以上放課後児童健全育成事業に類似する事業に従事した者であって、市町村長が適当と認めたもの
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放課後児童支援員に係る都道府県認定研修の項目・科目及び時間数（案）

１．放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の理解 【４．５時間（90分×3）】

① 放課後児童健全育成事業の目的及び制度内容
② 放課後児童クラブにおける権利擁護とその機能・役割
③ 放課後児童クラブに関連する子ども家庭福祉施策

２．子どもの発達等についての基礎知識 【６．０時間（90分×4）】

④ 子どもの発達理解の基礎
⑤ 児童期（６歳～１２歳）の生活と発達
⑥ 障害のある子どもの理解の基礎
⑦ 養育困難な家庭の子ども・保護を必要とする子どもと社会的養護の理解

３．放課後児童クラブにおける子ども・保護者支援のあり方 【７．５時間（90分×5）】

⑧ 放課後児童クラブに通う子どもの育成支援
⑨ 子どもの遊びの理解と遊び支援
⑩ 障害のある子どもの育成支援
⑪ 保護者との連携・支援
⑫ 学校・地域との連携

４．放課後児童クラブにおける安全・安心への対応 【３時間（90分×2）】

⑬ 子どもの健康管理・情緒の安定及びおやつと食の安全（アレルギー対応等）
⑭ 安全対策・緊急時対応

５．放課後児童支援員として求められる役割・機能 【３時間（90分×2）】

⑮ 放課後児童支援員の仕事内容
⑯ 放課後児童クラブの運営管理と職場倫理 合計 ２４時間（１６科目）

別 紙
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各科目ごとのねらい・講師要件（案）【項目１】

項目名 １．放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の理解

科目名 １－① 放課後児童健全育成事業の目的及び制度内容【講義】

ねらい ・放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の目的・役割について理解する。
・事業に関する法律、政省令及び通知等について理解する。
・放課後児童支援員の資格制度について理解する。

講師要件 行政担当者など

項目名 １．放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の理解

科目名 １－② 放課後児童クラブにおける権利擁護とその機能・役割【講義】

ねらい ・放課後児童クラブが、子どもや保護者の人権を尊重し、法令を遵守して、社会的信頼を得て行わなけれ
ばならないことを理解する。
・放課後児童クラブの目的に即した機能・役割について理解する。

講師要件 放課後児童クラブ実務経験者など

項目名 １．放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の理解

科目名 １－③ 放課後児童クラブに関連する子ども家庭福祉施策【講義】

ねらい ・放課後児童クラブと関わりのある子ども家庭福祉施策の現状と内容を学ぶ。
・放課後児童クラブが、関連する子ども家庭福祉施策と連携・協力をして事業運営を進めることの必要性
について理解する。

講師要件 学識経験者など
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各科目ごとのねらい・講師要件（案）【項目２】

項目名 ２．子どもの発達等についての基礎知識

科目名 ２－④ 子どもの発達理解の基礎【講義】

ねらい ・子どもの育成支援には、経験（実践的な知識）とともに、子どもの発達を理解することの大切さを学ぶ。
・子どもの発達理解の基礎を学ぶ。
・発達理解のための自己学習の教材と学習方法を学ぶ。

講師要件 学識経験者など

項目名 ２．子どもの発達についての基礎知識

科目名 ２－⑤ 児童期（６歳～１２歳）の生活と発達【講義】

ねらい ・児童期の生活面に視点を当てて、発達理解についての基礎を学ぶ。
・児童期の発達について自己学習するための教材と学習方法を学ぶ。

講師要件 学識経験者など

項目名 ２．子どもの発達についての基礎知識

科目名 ２－⑥ 障害のある子どもの理解の基礎【講義】

ねらい ・障害のある子どもの育成支援を進めるために求められる障害理解の基礎を学ぶ。
・障害理解のための自己学習の教材と学習方法を学ぶ。

講師要件 学識経験者など
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項目名 ２．子どもの発達についての基礎知識

科目名 ２－⑦ 養育困難な家庭の子ども・保護を必要とする子どもと社会的養護の理解【講義】

ねらい ・養育困難な家庭の子ども・保護を必要とする子どもに関する制度と事業の実際について理解する。
・それぞれの制度、事業で把握されている子どもと家庭の実態と課題について理解する。
・養育困難な家庭の子ども・保護を必要とする子どもについて、それぞれの事業などと協力して放課後児
童クラブが取り組むべきこと・出来ることを学ぶ。

講師要件 学識経験者、児童相談所実務経験者など



各科目ごとのねらい・講師要件（案）【項目３の１】

項目名 ３．放課後児童クラブにおける子ども・保護者支援のあり方

科目名 ３－⑧ 放課後児童クラブに通う子どもの育成支援【講義】

ねらい ・子どもが放課後児童クラブに通うことの必要性とクラブでの遊び・生活の意味を子どもの視点で捉え、理
解する。
・子どもに必要となる育成支援の内容と、留意すべき事項について理解する。
・育成支援の技法（コミュニケーションの方法、場の理解やトラブルの予防と対応、個人・集団別支援計画
等）を学ぶ。

講師要件 放課後児童クラブ実務経験者など

項目名 ３．放課後児童クラブにおける子ども・保護者支援のあり方

科目名 ３－⑨ 子どもの遊びの理解と遊び支援【講義】

ねらい ・放課後児童クラブにおける子どもの生活の中での遊びの大切さについて理解する。
・子どもの遊びへの放課後児童支援員の対応の在り方について理解する。

講師要件 放課後児童クラブ実務経験者など

項目名 ３．放課後児童クラブにおける子ども・保護者支援のあり方

科目名 ３－⑩ 障害のある子どもの育成支援【講義】

ねらい ・放課後児童クラブにおける障害のある子どもの受け入れ体制のあり方について理解する。
・放課後児童クラブでの育成支援に当たって留意すること、保護者支援や関係機関等との連携のあり方に
ついて理解する。

講師要件 放課後児童クラブ実務経験者など
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各科目ごとのねらい・講師要件（案）【項目３の２】

項目名 ３．放課後児童クラブにおける子ども・保護者支援のあり方

科目名 ３－⑪ 保護者との連携・支援【講義】

ねらい ・子どもと保護者が安心して利用できる放課後児童クラブにするために求められる保護者との関わりのあり
方について理解する。
・保護者との情報交換・保護者からの相談・保護者組織との協力等についての対応の在り方について理解
する。

講師要件 放課後児童クラブ実務経験者など

項目名 ３．放課後児童クラブにおける子ども・保護者支援のあり方

科目名 ３－⑫ 学校・地域との連携【講義】

ねらい ・学校との連携の必要性とその方法について理解する。
・保育所・幼稚園等との連携の必要性とその方法について理解する。
・地域との連携の必要性とその方法について理解する。

講師要件 学識経験者など
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各科目ごとのねらい・講師要件（案）【項目４】

項目名 ４．放課後児童クラブにおける安全・安心への対応

科目名 ４－⑬ 子どもの健康管理・情緒の安定及びおやつと食の安全（アレルギー対応等）【講義】

ねらい ・放課後児童クラブに通う子どもの特性に配慮した子どもの健康管理・情緒の安定の必要性と取り組むべ
き事項について理解する。
・おやつを安全に楽しく提供できる環境をつくることの必要性について理解する。
・食物アレルギー等の基礎的な知識を学ぶ。

講師要件 養護教諭、管理栄養士など

項目名 ４．放課後児童クラブにおける安全・安心への対応

科目名 ４－⑭ 安全対策・緊急時対応【講義】

ねらい ・放課後児童クラブで取り組む必要のある安全対策・緊急時対応の基本について理解する。
・安全対策・緊急時対応についての具体的な取り組みの内容について理解する。

講師要件 放課後児童クラブ実務経験者、児童福祉施設長経験者など
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各科目ごとのねらい・講師要件（案）【項目５】

項目名 ５．放課後児童支援員として求められる役割・機能

科目名 ５－⑮ 放課後児童支援員の仕事内容【講義】

ねらい ・放課後児童支援員に求められる資質・技能について理解する。
・放課後児童支援員の仕事の基本的な内容について理解する。

講師要件 放課後児童クラブ実務経験者など

項目名 ５．放課後児童支援員として求められる役割・機能

科目名 ５－⑯ 放課後児童クラブの運営管理と職場倫理【講義】

ねらい ・放課後児童クラブの運営管理に関する基礎的な事項について理解する。
・放課後児童クラブ・放課後児童支援員の社会的責任と実際に仕事を進めるうえでの職場倫理の必要性
について理解する。

講師要件 放課後児童クラブ実務経験者、児童福祉施設長経験者など
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